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ペグライテンは、上智大学コミュニティカレッジの講座「死への準備教育～ホスピスボラン

ティアとはJの受講生机2001年7月に立ち上I堀、名前の由湘乱デーケ湖
義で教えていただいた「共にいる」、剛という意味のドイツ語で孔ホスピスの基本精
神、「苦しんでいる人の矧こいる」というところから名付けられています。

ホームページ　　h什P：／／ww軋900C汁i鎚Jp／b句l¢いね〟indeX．h†m

メJJンクリスト　ho画C飢虐kl◎fnBemLCOm（ホームページから研一し込み下さい）
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【講師】坂上和子さん（N和法人病如子抽支援ネッⅧぴのボラン封ア理事長）

20年前、私捌員で∴病院を訪問する保育土をしていた。そのとき、白血病の2歳の子と

もかたったひとりで同室にいた。嘲弥出盛で付き添えず、父親は地方に転勤、テレビが子守代わりと

いう寒々とした環境に置かれていた。

そのような子ともたちのために、遊びのボランティアは始まった。病と伺う子ともにとって、遊び

は“いのち”である．家族にとっても、子どもの遊び相手はあり舵い。子どものそばをひととき

離れて休息を得、再㈹にむかう力を静乱　この活動は18年の闇に6病隙こ広がった。

小児医療は不採算部門で、1ベッドに年間1千万円の赤字を出すといわれ、保育士や害護師を増やす

ことも硯であ乱　近年、核覿尉鵬臥ひとり親の家庭は全国で300万世帯を越え、この10年間

に1．4倍に増加している。ひとり鮎十家の勘書手ででもあるため、子ともが入院しても付き添えない

批まれている。

こうした中で遊びのボランティアの働きは、ますます重要になっている．当初過1回土曜に始まった

活動机現在は平日や夜間にも訪閏し∴遊び場所もプレイルームからベッドサイド、クリーンルーム、

ICU、ときには緩和ケアにおける関わりも経験しチーム医療の一員として位置つけられてきた。

遊びのボランティアは、闘病する子どもの日常にいるために、死別を紀験することもああ同病の日々

に支えられた絹険は、家族にとって特別な信頼関係を生み出し子どもの死別後もつながりが続くケー

スもあ乱

【著書】　鳩気になってもいっ軌1遊びたい」20棚年　あけび書房

「病院で子と棚軋1定日」共著1閲5年　　あけび豪語

【日　時】平成21年5月16日（土）14：00～16：30
【場所】　真生会館第一会議室　　　　Te103－3351－7121

JR麿濃町駅　下車1分　改札口を出たら、切符売り場に沿って、石へ石へと歩く
駅を出て、右側に見える花屋（ティハナ）の左隣の建軌

地図（叫血伽肋間）
【参加費】1∝旧円く学生・陣幸者500円）★どなたでも参加できます。尊前申込は、不要です。
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